
　
　

は こ だ て 市 議 会 だ よ り

3

軽
減
の
ほ
か
、
子
供
た
ち
が
専
門
的
な
技
術

指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
の
で
、
今
後
も
課
題
等
を
把
握
し
、
改
善

し
な
が
ら
地
域
移
行
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
15
号

○
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
対
策
支
援
事
業

　

安
全
装
置
の
装
備
が
義
務
化
さ
れ
る
戸
井

幼
稚
園
は
も
と
よ
り
、
義
務
化
さ
れ
て
い
な

い
小
・
中
学
校
の
通
学
バ
ス
に
も
装
備
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、

法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
る
乗
降
車
時
の
点
呼

等
に
よ
る
児
童
生
徒
等
の
所
在
確
認
や
、
保

護
者
へ
の
確
認
、
職
員
同
士
で
の
出
欠
状
況

の
共
有
だ
け
で
は
不
安
で
あ
る
。
安
全
装
置

の
設
置
に
よ
り
、
さ
ら
に
万
全
の
対
策
を
講

じ
て
ほ
し
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
企
業
立
地
促
進
条
例
補
助
金

○
サ
ク
ラ
環
境
対
策
費

○
立
地
適
正
化
計
画
推
進
費

○
海
外
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
施
経
費

○
函
館
空
港
国
際
航
空
便
再
開
補
助
金

　

・
こ
れ
ま
で
の
取
組

　

・
事
業
の
目
的
、
効
果

　

・
今
後
の
見
通
し

議
案
第
１
号

○
企
業
立
地
促
進
条
例
補
助
金

　

こ
の
補
助
金
が
企
業
誘
致
の
後
押
し
と
し

て
、
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
た
。

○
サ
ク
ラ
環
境
対
策
費

　

函
館
公
園
、
五
稜
郭
公
園
、
見
晴
公
園
の

サ
ク
ラ
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
や
観
光
資
源

と
し
て
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

育
成
や
延
命
対
策
の
効
果
が
出
て
お
り
、 

今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
立
地
適
正
化
計
画
推
進
費

　

継
続
事
業
だ
が
、
事
業
内
容
や
そ
の
効
果
、

今
後
の
取
り
組
み
等
が
理
解
で
き
た
。

○
海
外
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
施
経
費

○
函
館
空
港
国
際
航
空
便
再
開
補
助
金

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し
て
は
非
常
に
経
済

効
果
も
大
き
く
、
市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
業

の
方
た
ち
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
ど
ち
ら
も
大

事
な
事
業
で
あ
る
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
地
域
で
見
守
り
支
え
る
福
祉
拠
点
推
進
経

　
費
　

・
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
実
績

○
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
給
付
事
業
関

　
係
経
費

　

・
事
業
の
進
め
方

議
案
第
３
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整
基
金
繰
入

　
金
　

・
事
業
の
内
容

議
案
第
14
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
病
院
事

議
案
第
１
号　
令
和
５
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
関
係
経
費

　

・
個
別
避
難
計
画
作
成
の
方
法
・
手
順

○
部
活
動
地
域
連
携
推
進
事
業
費

　

・
事
業
の
目
的

議
案
第
15
号　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
対
策
支
援
事
業

　

・
事
業
の
目
的

　

・
安
全
指
導
の
取
り
組
み

議
案
第
１
号

○
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
関
係
経
費

　

要
支
援
者
約
８
千
500
人
の
う
ち
、
ま
ず
は

津
波
や
洪
水
の
浸
水
想
定
区
域
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
な
ど
危
険
な
場
所
に
居
住
す
る
優

先
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
方
々
、
約
３
千

500
人
を
主
な
対
象
と
し
て
令
和
８
年
を
一
つ

の
目
標
に
計
画
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
の
こ
と
だ
が
、
心
身
の
状
態
や
家
族
の
状

況
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
は
様
々

な
の
で
、
そ
れ
ら
の
方
を
取
り
こ
ぼ
す
こ
と

な
く
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
計
画
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
部
活
動
地
域
連
携
推
進
事
業
費

　

中
学
生
が
将
来
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
活
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機

会
の
確
保
・
環
境
整
備
と
い
う
目
的
で
、
ま

ず
は
休
日
の
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地
域
移

行
を
中
心
に
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、

学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
は
教
員
の
負
担

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

経
済
建
設
分
科
会
議
案
19
件
を
審
査

民
生
分
科
会

議
案
28
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

総
務
分
科
会

議
案
８
件
を
審
査

議案４９件を原案のとおり可決 予算特別委員会　　　　2／27 ・ 3／6
予算特別委員会分科会　2／28 ・ 3／1審査の概要

　予算特別委員会では、令和５年度一般会計予算をはじめとする議案４９件について審査を行いました。
　委員会は、審査をより充実させるため、議長を除く全議員が委員となり、委員会内に各常任委員会が所
管する事項と同様の事項を審査する総務・経済建設・民生の３分科会を設置し、付託案件を分担して審査
しました。
　各分科会は、各議案について論点整理を行い、論点に基づく質疑により議案の疑義を解明した後、委員
同士の協議によって議案の態度・賛否理由を取りまとめました。その後、委員会は各分科会から審査の経
過と主な内容について報告を受け、採決を行いました。
　各分科会の主な審査過程は次のとおりです。

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議


